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　上木敬士郎さん（Y200011）は，twitter 上に作品を公開する造形作家として，海外か
らも注目されています．表紙の作品は，相似な三角柱をリンクとする 1自由度の立体リン
ケージです．リンケージとは，固い素材をヒンジなどで連結した幾何学的構造物で，柔ら
かく滑らかな動きを見せながら，時として予想外の変形をするのが特徴です．今回の作品
は，赤い横向きの六角柱が，一旦ばらばらに分解したあと，裏返しのようになって，緑の
縦向きの六角柱に変形されます．崩壊と再構築の美しさが感じられます．紙上では動画と
して御覧いただけないのが残念です．立体の実物も製作されています．

（数理・情報科学課程　山岸義和）

表紙解説



AR（Augmented Reality）のその先� （解説　酒田信親，本文PP.�1-10）

原子間力顕微鏡� （解説　宮戸祐治，本文PP.�11-19）

原子間力顕微鏡の基本装置構成

Noise Canceling Head Mounted Display の
コンセプト

Reduced Reality の実装方法

開発した雪氷結晶観察用の原子間力顕微鏡



汚染物質のゆくえ� （解説　藤森　崇，本文PP.�21-28）

付属平安高校高大連携科目「理数研究」2019 年度研究報告� （学生の広場　小熊　龍，本文PP.�29-37）

ガーナでの野焼き風景 SCCPs の化学処理

凹んだ深さのデータを WEKA に入力した結果

実験 3 の結果を入力した結果





理 工 学 会 会 則

制 定 昭和63年12月 1日
一部改正 平成 6年 7月 6日
一部改正 平成 8年 5月 8日
一部改正 平成19年 6月 6日
一部改正 平成25年 3月13日
一部改正 平成26年 5月14日
一部改正 平成27年 3月 4日
一部改正 令和元年12月18日
一部改正 令和 3年12月24日

（名称，事務所）
第 1条 本会は，龍谷大学理工学会と称し，事務所を龍谷
大学瀬田学舎内に置く．

（目 的）
第 2条 本会は，会員相互の学術研究と技術開発に関する
情報交流及びコミュニケーションの推進を図ることを目
的とする．

（事 業）
第 3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業
を行う．
⑴ 研究会，コロキュウムの開催
⑵ 機関誌の出版
⑶ 学術講演会，シンポジュウム等の開催
⑷ 学生会員の研究・開発活動に対する補助
⑸ その他目的達成に必要なこと

（会の構成）
第 4条 本会は，次の者をもって組織する．
⑴ 普通会員 龍谷大学先端理工学部に所属する教育職

員及び科学技術共同研究センターに所属
する専任研究員並びに本会の趣旨に賛同
する龍谷大学の専任の教育職員及び事務
職員

⑵ 学生会員 龍谷大学理工学部，先端理工学部及び理
工学研究科の学籍を有する学生

⑶ 賛助会員 本会の目的に賛同し，その事業を賛助す
る者で，第 5条に定める総会で入会が承
認された者

⑷ 特別会員 前 3号以外の者で，第 5条に定める総会
で入会が承認された者

（総 会）
第 5条 本会の重要な事項を決定するのに，総会を置く．
2 次の事項は，総会において議決する．
⑴ 事業計画に関すること

⑵ 予算・決算に関すること
⑶ 役員の選任に関すること
⑷ 会員の入会・退会に関すること
⑸ その他重要な事項
3 総会は，普通会員全員で構成する．
4 総会は，会長が招集し，会長はその議長となる．
5 総会は，構成員の過半数の出席がなければ会議を開き
議決することはできない．ただし，構成員が他の構成員
に委任した場合は，これを出席とみなして処理すること
ができる．

（役 員）
第 6条 本会に，次の役員を置く．
⑴ 会 長 1名
⑵ 副 会 長 1名
⑶ 庶 務 委 員 若干名
⑷ 編 集 委 員 若干名
⑸ 会 計 委 員 若干名
⑹ 会計監査委員 若干名
2 各役員の任期は 1年とし，毎年 4月に交替するものと
する．ただし，再任を妨げない．

（役員の選任）
第 7条 会長は，龍谷大学先端理工学部長が当たるものと
する．
2 会長以外の他の役員は，総会の承認を得て会長が任命
する．

（役員の職務）
第 8条 会長は，本会の業務を統括し，本会を代表する．
2 副会長は，会長の職務を補佐し，会長事故ある時はそ
の職務を代理する．
3 庶務委員は，会長の命を受けて企画・渉外・組織管理
等本会の庶務的事項を処理する．
4 編集委員は，会長の命を受けて機関誌の発行等出版に
関する事務を処理する．



5 会計委員は，会長の命を受けて本会の会計を処理する．
6 会計監査委員は，本会の会計監査を行う．
（役員会）
第 9条 本会の日常的事務及び総会の委任事項を処理する
ため，役員会を置く．
2 役員会は，役員全員により構成する．
3 役員会は，会長が主宰する．
（会 計）
第10条 本会の経費は，入会金，年会費，龍谷大学からの
助成金，事業収入及び寄付金をもって充てる．

（入会金）
第11条 本会に入会を希望する者は，入会金を納入しなけ
ればならない．
2 入会金の額は，2,000円とする．
3 入会金の納入時期は，入会時とする．
（年会費）
第12条 会員は年会費を納入しなければならない．
2 学生の年会費は年額 3,000円とし，半期ごとに 1,500

円ずつ，毎年度納入するものとする．
3 学生の年会費の納入時期は，毎年度 4月及び 9月とす
る．
4 教員の年会費は年額 4,000円とし，毎年度納入するも
のとする．
5 教員の年会費の納入時期は，毎年度 6月とする．ただ
し，期中に入会した場合は，入会時とする．

（会費等の免除）
第13条 休学中の学生会員は，当該期間の年会費を免除す
る．
2 休学中の学生会員は，前項の免除期間内において，第
3条第 4号に定める事業の補助対象外とする．

3 総会は，特別な事情があると認める者に対しては，入
会金又は年会費のいずれか，若しくは両方の納入を免除
することができる．

（改 廃）
第14条 この会則の改正又は廃止は，総会において決定す
る．
付 則

この会則は，平成元年 4月 11日から施行する．
付 則（平成 6年 7月 6日第 4条，第 6条，第 8条改正）

この会則は，平成 6年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 8年 5月 8日第 12条改正）

この会則は，平成 9年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 19年 6月 6日第 12条改正）

この会則は，平成 19年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 25年 3月 13日第 11条，第 13条改正）

この会則は，平成 25年 4月 1日から施行する．
付 則（平成 26年 5月 14日第 4条第 4号追加）

この会則は，平成 26年 5月 14日から施行する．
付 則（平成 27年 3月 4日第 4条改正）

この会則は，平成 27年 4月 1日から施行する．
付 則（令和元年 12月 18日第 3条第 4号追加，第 4

条，第 7条改正）
この会則は，令和 2年 4月 1日から施行する．
付 則（令和 3年 12月 24日第 11条，第 12条，第 13

条改正）
この会則は，制定日（令和 3年 12月 24日）から施行す
る．ただし，第 12条第 2項，第 12条第 3項，第 13条第
1項及び第 13条第 2項の改正規定は，令和 4年 4月 1日
から施行する．



――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
編集後記

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

ここに龍谷理工ジャーナル Vol.34-1（No.82）号をお届けいたします．
「理工ジャーナル」は，前半が先端理工学部の先生方による「解説」や「随想」などの
寄稿文を，後半は特集として学生の皆さんによるいろいろな「研究活動報告」を掲載す
る，先端理工学部のジャーナルです．
「解説」や「随想」は，先生方の御研究の一端にふれることができる貴重な機会でもあ
り，深い内容をわかりやすく御説明いただいております．
特集の「学生の研究活動報告」では，国内外の学会での研究発表，競技会や展示会への
参加，海外研修やインターンシップ・プログラムへの参加など，龍谷大学理工学会からの
補助を受けた学生の皆さんによるさまざまな研究活動の報告を載せています．
長引くコロナ禍のため研究や学会活動の制限もあり，今号の理工ジャーナルは 8編の報
告とやや少なめですが，オンラインの補遺版と合わせまして学生の皆さんの日頃の真摯な
研究の成果を御確認いただけることと存じます．
新型コロナウィルスでまだ大変な時期が続きますが，このような時期にこそ今後を見据
えて地道に研鑽に励むことが重要かと思いますので，学部生・大学院生の皆様には，これ
からも日頃の研究成果の御報告をふるって本理工ジャーナルに御投稿いただきたいと存じ
ます．
皆様からの多くの御寄稿・御投稿を心よりお待ちいたしております．

（編集委員長 里井 久輝）

龍谷理工ジャーナル VOL. 34−1 2022

2022年 3月 15日発行

編集・発行 龍谷大学理工学会
編集委員長 里 井 久 輝
編 集 委 員 数理・情報科学課程………谷 綾子

知能情報メディア課程……橋口 哲志
電子情報通信課程…………里井 久輝
機械工学・ロボティクス課程 …前田 英史
応用化学課程………………渡辺 英児
環境生態工学課程…………越川 博元
〒520−2194 大津市瀬田大江町横谷 1−5
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